


１．福島県田村市都路町について

■福島県田村市観光サイト https://visit-tamura.jp/about/ ■時事通信社作成（2021年11月）

⚫ 2005（H17）年に、旧5町村（滝根町、大越町、都路村、常葉町、
船引町）が合併して誕生。

⚫ 福島県の中通りと浜通りの結節点となる地域。中核的都市である郡山市
から東に約30kmの位置にある。

⚫ 市の面積458.33平方キロメートル。全体の約67％を山林が占める典
型的な中山間地域。

⚫ 阿武隈高原の中央に位置し、丘陵起伏が縦横に連続する地形が特徴。

⚫ 人口32,316人（男性16,063人、女性16,253人）。世帯数
12,326世帯。【2025年1月1日現在】

田村市の概要 原発事故の影響

⚫ 都路は、福島第一原発から 20～
30km圏内に位置。

⚫ 福島第一原発事故により、田村市内で
都路地区だけが一時避難区域となった。

⚫ 2014年4月1日には避難指示が解除
され、現在は約9割が帰還。

⚫ 少子高齢化、人口流出に拍車。
⚫ 広葉樹の山とともにあった暮らしの経済

的価値、文化的価値の喪失。 など

しかし、課題は残る・・



これまでの経過

2017年7月 ふくしま中央森林組合都路事業所の所長(当時)が、地元住民
と有識者らとともに円卓会議を開催。

2019年6月 有志が再び集い、ヒアリング調査・円卓会議を再開。
以後、毎月１回程度、「ASLI会議」と「あぶくまkizuki会議」を
実施。

2020年1月 任意団体「あぶくま山の暮らし研究所」を設立。

2023年1月27日 NPO法人あぶくま山の暮らし研究所設立認証。

2023年2月7日 NPO法人あぶくま山の暮らし研究所設立登記完了。

２．NPO法人あぶくま山の暮らし研究所(田村市集落支援員設置業務受託機関)について

活動内容

【山づくり部門】

・阿武隈150年の山づくり(植林イベント)
毎年3月に、「阿武隈150年の山」構想のモデルとなる山づ
くりを行うことを目的に植林イベントを開催。

・あぶくま山のワークショップ
阿武隈地域で培われてきた山の暮らしの術を次世代に継承
していくためのワークショップを不定期で開催。

【集落支援部門】 2023年6月～

・集落支援員設置業務(伴走支援・マネージメント業務)
山の暮らしは集落の暮らしであり、集落に自立する意欲が
生まれるよう集落支援設置受託事業を実施。

【設立目的】(定款より)
この法人は、過去と未来の山の暮らしを研究し、阿武隈山地に
暮らす人々に対して、住民主体の活動に対する支援協力、地域づ
くりの普及啓発、人材育成などの活動を行うことで、阿武隈山地
の豊かな資源および文化を継承し、放射能汚染の課題に向き合
いながら、持続可能な山の暮らしの再生に寄与することを目的と
する。

【正会員数】18名(地元住民、林業関係者、研究者など)

【活動拠点】田村市都路町

【Webサイト】https://asli.fukushima.jp/

法人概要

150年先も、阿武隈の山とともに



3．令和6年度 田村市集落支援員 実施体制図

旧小学校区1名配置

集落支援員OG
(令和5年度)



４－１．設置業務受託機関としての伴走支援(定例打ち合わせ、視察研修の実施)

■令和5年度田村市集落支援員活動報告書より抜粋



４－２．設置業務受託機関としての伴走支援(住民参画の話し合いの場づくり)

住民参加型ワークショップの企画・実施 活動報告会・意見交換会の企画・実施

■令和5年度田村市集落支援員活動報告書より抜粋



４－３．設置業務受託機関としての伴走支援(集落支援員だよりの発行)



５－１．森谷ハルイ支援員の活動紹介(R5年度)

■令和5年度田村市集落支援員活動報告書より抜粋



５－２．森谷ハルイ支援員の活動紹介(R6年度)



６．交流スペース「ちょこっと」

「もっと気軽に集まれる場所が欲しい」「住民同士が交流する機会があると良い」といった住民の声から生まれた交流スペース。
現在は、月1回、地元の小学校のお昼休み時間に「出張ちょこっと」を実施し、子どもたちとも交流している。
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